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USPTO と中国国家知識産権局が優先権書類の電子的交換を開始 

 

２０１４年１０月１６日 

JETRO NY  知財部 

今 村 ､ 丸 岡 

 

USPTO と中国国家知識産権局（SIPO）は、この度、二国間での優先権書類

の直接的な電子的交換を開始したと発表した 1。 

優先権を伴う特許出願をする場合、最初に出願をした庁（第一庁）に提出し

た出願書類を、その優先権を伴った出願を行う他の庁（第二庁）に提出する必

要がある。出願人自身による書類提出を省略するため、これまでも各特許庁間

で必要な書類を電子的に交換する電子交換が行われている。 

USPTO と SIPO 間での電子的交換は、2009 年 4 月よりＷＩＰＯが提供する

デジタルアクセスサービス（DAS）を通じて行っていた。 

今回、DAS を介しない直接的な優先権書類の電子的交換が開始されたこと

により、①両庁が直接やり取りできることによる事務コストの軽減、②出願人の

手続負担の更なる軽減 2、③タイムリーな優先権書類の交換、が期待される。そ

の一方で、直接的な電子交換システムは、他庁の保有する未公開情報に直接

アクセスできるようになるため、セキュリティの懸念が生じる。 

この新たなサービスの開始について、USPTO の Miche l le  K .  Lee 副長官は、

｢我々は、国内外の出願人に対し、より良いシステムの提供を始めることとなっ

た。特許出願の処理を弊庁と SIPO の間で迅速化することにより、出願人の負

担するコストが削減され、国際的な知的財産の振興と保護が促進されるだろ

う。｣とコメントしている。 

この優先権書類の電子的交換に関して出願人に手数料は課せられない。 

                                                           
1  h t tp ://www .u sp to . gov/pa ten ts/ l aw/no t i c e s/pdx _u sp to -s i po . pd f  
2  DAS では、出願人自身が DAS のウエブサイトで手続する必要がある。一方で、WIPO を中

心として DAS の改善に取り組んでおり新たなサービスである DAS2 .0 では、出願自身のオ

ンライン手続は必要ない。  

http://www.uspto.gov/patents/law/notices/pdx_uspto-sipo.pdf
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＜参考：直接的な優先権書類の電子的交換＞ 

 

○USPTO と他の知的財産庁との開始時期 

欧州特許庁（ＥＰＯ）  ：２００７年１月 

日本国特許庁（ＪＰＯ）  ：２００８年７月 

韓国特許庁（ＫＩＰＯ）  ：２００８年１０月 

世界知的所有権機構（ＷＩＰＯ）：２００９年４月 

 以上 


